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令
和
元
年
度
事
業
報
告

1　

研
究
助
成

Ⅰ
「
仏
教
文
化
及
び
宗
教
文
化
に
関
す
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
宗
教
歌
に
み
る
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
─
仏
教
と
キ
リ
ス

ト
教
の
音
楽
的
歴
史
の
変
遷
を
演
奏
で
辿
る
─
」

�

兼
担
研
究
員　
　

ガ
ハ
プ
カ　

奈
美

　

〈
共
同
研
究
〉

①
「
新
日
吉
神
宮
旧
蔵
蘆
庵
文
庫
の
調
査
と
研
究
（
続
）」

�

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員　
　

大　

谷　

俊　

太
�

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員　
　

山　

中　

延　

之

Ⅱ
「
人
文
・
社
会
・
自
然
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
奈
良
・
平
安
朝
和
歌
史
の
研
究:

『
古
今
和
歌
六
帖
』
を

中
心
に
」

�

兼
担
研
究
員　
　

池　

原　

陽　

斉

②
「
学
校
掃
除
と
地
域
に
お
け
る
宗
教
文
化
と
の
関
連
」

�

兼
担
研
究
員　
　

表　
　
　

真　

美

③
「
仏
教
教
育
を
介
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
構

築
─
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
と
概
日
リ
ズ
ム
障
害
の
予
防
を

中
心
に
─
」

�

兼
担
研
究
員　
　

濱　

﨑　

由
紀
子

④
「
災
害
社
会
学
の
成
果
に
基
づ
く
社
会
科
『
災
害
単
元
』
の

開
発
研
究
」

�

兼
担
研
究
員　
　

松　

岡　
　
　

靖

⑤
「
京
都
の
自
然
を
活
か
し
た
自
然
体
験
と
環
境
教
育
の
推
進

（
2
）」

�

兼
担
研
究
員　
　

宮　

野　

純　

次

⑥
「
茶
道
の
心
を
伝
え
る
幼
児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
実

証
的
研
究
」

�

兼
担
研
究
員　
　

村　

井　

尚　

子

　

〈
共
同
研
究
〉

①
「
平
和
を
創
る
─
理
念
と
実
践
─
」
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�

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員　
　

桂　
　
　

博　

美

�

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員　
　

坂　

口　

満　

宏

�

岩　

槻　

知　

也

�

諏　

訪　

亜　

紀

�

市　

川　

ひ
ろ
み

�

中　

西　

恭　

子

�

黒　

田　

義　

道

�

中　

田　

兼　

介

�

研
究
分
担
者
・
嘱
託
研
究
員　
　

田　

中　

め
ぐ
み

2　

公
開
講
座

　

仏
教
文
化
公
開
講
座

　
　
　

日
時　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
二
時
四
十
五
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

礼
拝
堂
（
Ａ
校
舎
五
階
）

　
　
　
　

・
講
題�「
親
鸞
が
開
い
た
仏
教
と
は
何
か
」

　
　
　

講
師　

龍
谷
大
学
教
授
・
本
願
寺
派
勧
学

�

　
　

深　

川　

宣　

暢

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座

　

Ⅰ　

日
時　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
六
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
五
時

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
五
〇
一
教
室

　
　
　

テ
ー
マ
「
院
政
期
の
政
務
と
女
性
・
芸
能
」

　
　
（
シ
リ
ー
ズ　

東
山
か
ら
発
信
す
る
京
都
の
歴
史
と
文
化
㉑
）

　
　
　
　

・
講
題
「
院
政
期
の
朝
廷
政
務
」

　
　
　
　
　

講
師　

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授

�

美　

川　
　
　

圭

　
　
　
　

・
講
題
「
院
政
期
の
女
性
と
文
化
・
芸
能
」

　
　
　
　
　

講
師　

川
村
学
園
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授

�

辻　
　
　

浩　

和

　

Ⅱ　

日
時　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
五
〇
一
教
室

　
　
　
　

・
講
題
「
室
町
期
の
『
浄
土
真
宗
』」

　
　
　
　
　

講
師　

龍
谷
大
学
文
学
部
講
師　

�

大　

谷　

由　

香

　
　
　
　

・
講
題
「�

真
宗
聖
教
に
お
け
る
表
現
の
世
界
～
親

鸞
・
蓮
如
を
中
心
と
し
て
～
」

　
　
　
　
　

講
師　

龍
谷
大
学
文
学
部
准
教
授

�

能　

美　

潤　

史
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3　

研
究
紀
要
「
第
33
号
」

　

研
究
発
表

　
　
『
笠
森
寺
縁
起
』
に
み
る
平
忠
常
と
上
総
・
千
葉
氏
の
記
憶

�

野　

口　
　
　

実

　
　
『
瑜
伽
師
地
論
』
本
地
分
─
三
世
実
有
説
批
判
─

�

秋　

本　
　
　

勝

　
　

ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
の
墓
地
と
火
葬
場
の
近

年
の
変
化
～
市
民
の
意
識
と
経
営
的
な
変
化
～

�

槇　

村　

久　

子

　
　

藤
島
宗
韶
詠
草
（
宝
暦
七
年
分
）
解
題
と
翻
刻

�
大　

谷　

秀　

太

�
�

山　

中　

延　

之

�
�

加　

藤　

弓　

枝

�

大　

山　

和　

哉
�

藤　

原　

静　

香
�

松　

村　

美　

咲

　
　

仏
教
教
育
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
可
能

性
─
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
予
防
を
中
心
に
─

�
�

濱　

﨑　

由
紀
子

　
　

ゲ
ル
ド
ロ
ー
ド
の
「
魔
術
」
と
オ
ス
タ
ン
ド
の
画
家

�

小　

林　

亜　

美

　
　

良
心
に
基
づ
い
て
命
令
を
拒
否
す
る
兵
士
た
ち
─
ド
イ
ツ

連
邦
軍
に
お
け
る
「
共
に
考
え
て
な
す
服
従
」
の
理
念
と

実
践
─�

�

市　

川　

ひ
ろ
み

　
　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
お
け
る
宗

教
系
基
礎
学
校
・
幼
稚
園
の
学
校
生
活

�

表　
　
　

真　

美

　
〈
平
成
三
十
年
度
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨
〉

　
　

朝
覲
行
幸
に
み
る
天
皇
と
儀
礼

�

佐　

古　

愛　

己

　
　

仲
恭
天
皇
廃
位
の
衝
撃
―
承
久
の
乱
と
皇
位
継
承
―

�

佐　

伯　

智　

広

　
〈
平
成
三
十
年
度
仏
教
文
化
公
開
講
座
講
演
録
〉

　
　

龍
樹
菩
薩
に
学
ぶ
―
空
性
論
の
展
開
か
ら
浄
土
教
の
導
き

へ
―

�

佐
々
木　

惠　

精

4　

研
究
所
だ
よ
り

　
　

第
69
号
（
七
月
発
行
）

　
　

第
70
号
（
二
月
発
行
）�

第
三
十
四
回
懸
賞
論
文
発
表
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5　

懸
賞
論
文
募
集

　

テ
ー
マ

　

（
京
都
女
子
大
学
学
生
及
び
京
都
女
子
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　

親
鸞
の
思
想
、
仏
教
思
想
や
宗
教
思
想
等
あ
る
い
は

現
代
社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
宗
教
の
視
点
も
加
え
て
論
評
し
た
も
の
。
た
と
え

ば
性
差
別
や
生
命
倫
理
の
問
題
、
地
球
環
境
、
国
際
関

係
、IT

の
普
及
、
少
年
犯
罪
や
カ
ル
ト
宗
教
を
め
ぐ

る
問
題
な
ど
に
関
す
る
も
の
。
題
は
自
由
。
ま
た
、エ
ッ

セ
イ
の
形
式
で
も
可
。

　

（
京
都
女
子
高
等
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

釈
尊
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

3　

親
鸞
聖
人
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
女
子
中
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

お
し
ゃ
か
さ
ま
と
私

　
　
　

3　

親
鸞
さ
ま
と
私

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
女
子
大
学
附
属
小
学
校
児
童
）

　
　
　
「
ほ
と
け
さ
ま
の
こ
と
」｢

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
こ
と｣

｢

し
ん
ら
ん
さ
ま
の
こ
と｣

に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ

い
。
題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
幼
稚
園
年
長
組
園
児
）

　
　
　

み
ほ
と
け
さ
ま
の
絵

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
報
告

応
募
数　
　

625
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生�

21
編

　
　

高
校
生�

64
編

　
　

中
学
生�

32
編

　
　

小
学
生�

479
編

　
　

幼
稚
園
児�

29
編

入
選
者　
　

73
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

2
編

　
　
　

佳
作�

5
編

　
　
　

努
力
賞�

5
編

　
　

高
校
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

2
編

　
　
　

秀
作�

3
編

　
　
　

佳
作�

2
編

　
　

中
学
生
の
部

　
　
　

特
選�

1
編
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優
秀
作�

1
編

　
　
　

秀
作�

1
編

　
　
　

佳
作�

4
編

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

金
賞�

14
編

　
　
　

銀
賞�

27
編

　
　

幼
稚
園
の
部

　
　
　

入
賞�

6
編

6　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動

　　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　

テ
ー
マ
：
中
世
前
期
の
社
会
と
文
化

　
　

内
容
及
び
日
時

　
　
　

①
史
料
講
読
会

　
　
　
　

�『
吾
妻
鏡
』・『
百
練
抄
』
講
読
（
主
に
歴
史
学
専
攻

者
対
象
）　

　
　
　
　
　
　

通
年
：
毎
週
木
曜
日　

午
後
一
時
～
六
時
頃

　
　
　

②
機
関
誌
『
紫
苑
』
の
発
行

　
　
　
　

第
十
七
号
を
発
行
し
た
。

　
　
　

③
そ
の
他

　
　
　
　

�

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
六
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た

研
究
所
主
催
の
公
開
講
座
に
際
し
て
は
、
そ
の
実
施

に
あ
た
っ
て
受
付
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
講
座

修
了
後
に
講
師
及
び
来
席
し
た
研
究
者
等
と
懇
談
会

を
行
っ
た
。

7　

そ
の
他

　

資
料
サ
ー
ビ
ス

　
　

図
書
・
視
聴
覚
資
料
の
貸
出



令和元年度事業報告

95

編

集

後

記

◇
こ
こ
に
「
研
究
紀
要
」
第
三
十
四
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

も
各
先
生
方
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
分
野
の
成
果
を
寄
稿
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

◇
二
〇
一
九
年
度
の
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
は
「
院
政
期
の
政
務
と

女
性
・
芸
能
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
Ⅰ
部
は
、
立
命
館
大
学
文
学

部
教
授
の
美
川
圭
先
生
に
「
院
政
期
の
朝
廷
政
務
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
第
Ⅱ
部
で
は
、
川
村
学
園
女
子
大
学
文

学
部
准
教
授
の
辻
浩
和
先
生
に
「
院
政
期
の
女
性
と
文
化
・
芸
能
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
二
〇
一
九
年
度
の
仏
教
文
化
公
開
講
座
で
は
、
龍
谷
大
学
教
授
・
本
願
寺

派
勧
学
の
深
川
宣
暢
先
生
に
「
親
鸞
が
開
い
た
仏
教
と
は
何
か
」
と
題
し

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
い
ず
れ
の
公
開
講
座
も
た
く
さ
ん
の
聴
衆
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
先
生
の
お
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
主
催
者
と

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
今
後
も
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
「
仏
教
文
化
を
中
心
に
、
広
く
宗
教
と
文

化
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
も
っ
て
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
い
う
当
研
究
所
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
研
究
申
請
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
研
究
紀
要
」
第
三
十
四
号

令
和
三
年
二
月
二
十
日　

印
刷

令
和
三
年
二
月
二
十
八
日　

発
行

京　
都　
女　
子　
大　
学

宗
教
・
文
化
研
究
所

所
長　

普
賢　

保
之

〠
六
〇
五-

八
五
〇
一　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　

電
話　
〇
七
五（
五
三
一
）七
〇
七
四（
直
通
）

　
　
　

印　

刷　

所　

株
式
会
社　
同
朋
舎

〠
六
〇
四-

八
四
五
七　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
馬
代
町
六
─

一
六

図
書

印
刷




